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親
子
で
田
植
え
を
初
体
験

　

６
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
く
ま
あ
さ
ぎ
り
稲
作

部
会
ミ
ネ
ラ
ル
班
（
中
村
金
一
班
長
）
は
、

コ
ー
プ
熊
本
会
員
の
８
家
族
36
名
に
よ
る

田
植
え
体
験
と
交
流
会
を
柳
別
府
地
区
内

の
水
田
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

熊
本
市
か
ら
参
加
さ
れ
た
ご
家
族
は
、

初
め
て
の
経
験
に
「
思
っ
た
よ
り
難
し
い

で
す
ね
。」
と
泥
ま
み
れ
に
な
り
楽
し
そ

う
な
子
ど
も
さ
ん
の
お
世
話
も
大
変
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
田
植
え
体
験
後
は
、
近
く

の
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
で
入
浴
後
、
白
寿
荘

で
ミ
ネ
ラ
ル
米
の
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
に
舌

鼓
。

　

ま
た
、
町
内
産
の
大
豆
を
１
０
０
％
使

用
し
た
「
あ
さ
ぎ
り
豆
乳
」
の
試
飲
も
あ

り
交
流
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

田
植
え
体
験
で
稲
作
の
理
解

を
深
め
よ
う
！

　

く
ま
も
と
の
農
業
及
び
稲
作
の
果
た
す

役
割
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
農
業

の
実
態
と
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
・
学

習
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央

会
の
主
催
に
よ
り
「〝
体
験
・
発
見
〞
米

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
が
６
月
19
日
、
町

内
上
西
に
あ
る
坂
本
孝
行
さ
ん
（
久
鹿
）

所
有
の
水
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
３
回
ほ
ど
計
画
さ
れ
て
い
る
中
で
、

第
１
回
目
は
田
植
え
体
験
。
大
型
バ
ス
で

熊
本
市
内
か
ら
参
加
し
た
児
童
、
教
師
、

保
護
者
ら
約
50
名
一
行
は
、
現
地
に
到
着

後
Ｊ
Ａ
青
壮
年
免
田
支
部
の
指
導
の
も
と

慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
楽
し
い
体
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
秋
に
は
自
分
た
ち
で
植
え
た
稲

の
刈
り
取
り
か
ら
試
食
ま
で
計
画
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

き
っ
と
美
味
し
い
お
米
が
実
る
は
ず
で

す
。

　

農
業
が
基
幹
産
業
の
あ
さ
ぎ
り
町
で
も
梅
雨
時
期
の
代
表
的
な
風
景
と
し
て「
田
植
え
」

が
各
地
の
水
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
機
械
作
業
で
行
わ
れ
て
い
る
中
で
、

都
市
部
か
ら
家
族
連
れ
で
の
「
田
植
え
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た 

。
ま
た
、
深
田
中
学

校
で
は
ア
イ
ガ
モ
に
よ
る
無
農
薬
米
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
小
学
校
で
も
関

係
者
の
協
力
の
も
と
、
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
、
田
ん
ぼ
か
ら
賑
や
か
な
子
ど
も
達
の
歓

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
楽
し
み
な
秋
の
収
穫
で
美
味
し
い
お
米
が
取
れ
る
と
い
い
で

す
ね
。

　

深
田
中
学
校
（
土
田
孝
蔵

校
長
）
で
は
、
今
年
も
保
護

者
の
協
力
の
も
と
ア
イ
ガ
モ

に
よ
る
無
農
薬
米
の
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体

育
館
隣
の
畑
で
も
年
間
を
通

じ
て
野
菜
の
栽
培
を
行
っ
て

お
り
、
農
業
体
験
を
通
じ
た

活
動
で
、
地
域
の
地
産
地
消

活
動
と
と
も
に
食
に
関
す
る

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

深田中アイガモ
農法に挑戦中！

頑張ってネ！と放鳥 「足ならし」しながら植えていくのが大変

ご家族で楽しい想い出となったようです

農
を
体
験
し
、食
を
知
ろ
う
！

町
外
か
ら
の
田
植
え
体
験
相
次
ぐ
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６
月
９
日
、
商
工
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
ポ
ッ
ポ
ー
館
）
で
本
年
度
第
１

回
目
の
地
域
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
域
審
議
会
は
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発

展
と
地
域
住
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
等
を
目
的
に
旧
町
村
を
単
位
と
し

て
設
置
さ
れ
て
い
る
町
の
附
属
機
関
で

す
。

　

今
回
の
審
議
会
は
、
今
年
度
の
審
議
内

５
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
合
併
効
果
の
発
揮
や
国
が
進

め
る
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
財
政
の
悪
化

等
に
対
応
す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
、
全

庁
を
挙
げ
て
行
財
政
改
革
に
取
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
、
検
討
に
当
た
っ
て
の
基
本

的
な
考
え
方
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
平
成
17
年
度
予
算
編
成
に

向
け
た
指
針
や
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
（
仮
称
）」
を
策
定

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

各
支
所
の
移
転
と
公
共
施
設
の
有
効
利
用

に
つ
い
て

　

合
併
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
４
つ
の
支
所

に
つ
い
て
は
、
温
泉
施
設
等
と
の
一
体
化

に
よ
る
利
便
性
の
向
上
や
人
件
費
を
含
め

た
多
額
の
維
持
管
理
経
費
の
削
減
、
現
有

施
設
の
有
効
活
用
に
よ
る
新
た
な
施
設
整

備
費
用
の
削
減
等
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
近
隣
の
町
有
施
設
に
移
転
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
支
所
等
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
と
し

て
地
域
住
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
開
放
す

る
こ
と
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地

域
活
性
化
の
観
点
か
ら
有
効
活
用
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
、
各
地
区
地
域

審
議
会
で
の
審
議
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
そ

の
利
活
用
策
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
上
支
所
は
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
、

岡
原
支
所
は
温
華
乃
遥
、
須
恵
支
所
は
須

恵
文
化
ホ
ー
ル
、
深
田
支
所
は
せ
き
れ
い

館
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
移
転

時
期
に
つ
い
て
は
移
転
作
業
の
状
況
を
見

な
が
ら
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。○

新
た
に
審
議
会
の
委
員
と

　

な
ら
れ
た
方
（
前
任
の
方
）

　

岡
原
地
区
地
域
審
議
会

鬼
塚
富
士
朋
（
鏡　
　

與
徳
）

上
田　

幸
男
（
奥
田　

公
人
）

吉
永　

義
幸
（
小
見
田
和
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

問
い
合
わ
せ
先

　

あ
さ
ぎ
り
町
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎
４
５
ー
７
２
１
１
直
通

町
総
合
計
画
・
行
革
な
ど
に
つ
い
て
説
明

将来に向けて町の振興策などについて熱心な意見が相次いだ地域審議会合同会議
（免田商工コミュニティーセンター）

容
等
の
説
明
が
主
要
な
議
題
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
５
地
区
合
同
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
委
員
の
交
代
も
行
わ
れ
、
新
た

に
３
名
の
方
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。○

今
回
の
主
な
審
議
内
容

　

あ
さ
ぎ
り
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

　

昨
年
度
策
定
し
た
「
あ
さ
ぎ
り
町
総
合

計
画
」
の
内
容
と
今
後
の
進
行
管
理
等
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、

実
施
計
画
の
３
つ
の
部
門
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
具
体
的
な
事
業

計
画
を
掲
載
し
た
実
施
計
画
（
平
成
17
年

度
か
ら
３
か
年
間
分
）
に
つ
い
て
詳
細
な

検
討
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

※
総
合
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
誌

第
１
回
地
域
審
議
会
（
合
同
会
議
）
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　６月 26日（土）、27日（日）の２日間郡内の青年団員が須恵文化ホールに会し、文化祭が開催されました。
　今年の同協議会のテーマは「今を楽しもう！」。熱気あふれる会場での第１日目は開会行事の後の意見発表
を皮切りにステージ発表、展示の各部門で日頃の練習の成果が競われました。なお、各部門の優勝者は９月に
八代郡市一円で開催される熊本県総合青年祭に郡代表として出場します。町民の皆様のご声援をよろしくお願
いします！
　（あさぎり町青年団の各部門の主な結果は次のとおりです。※敬称略）
○発表の部（総合１位）
・意見発表の部　　　　優勝　濱田美智子
・ダンスの部　　　　　３位
・合唱の部　　　　　　３位
・コスチュームショー　優勝
・舞踊の部　　　　　　２位
○展示の部（総合３位）
・ポスター、チラシ、ビラの部　　３位　溝邊由紀
・看板の部　　　　　　　　　　　優勝
・機関誌　　　　　　　２位　土肥信明
・衣生活　　　　　　　３位　川辺美紀
◎総合成績　　２位

青春・ 感動・  汗‼
あさぎり町惜しくも総合２位
第40回球磨郡青年団協議会文化祭

力強い踊りで会場を魅了した舞踊

　

昨
年
９
月
、
八
幡
町
に
あ
る
あ
さ
ぎ
り

交
番
を
中
心
に
、
町
民
と
交
番
勤
務
員
が

調
和
し
な
が
ら
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
、
あ
さ
ぎ
り
交
番
連
絡
協

議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
あ
さ
ぎ
り
町
一
円
に
お
い
て
、

町
民
の
皆
様
の
日
常
生
活
に
身
近
な
犯
罪

等
の
未
然
防
止
、
被
害
の
拡
大
防
止
及
び

回
復
並
び
に
的
確
な
検
挙
活
動
を
図
る
た

め
、
町
民
の
皆
様
の
意
見
、
要
望
等
を
広

く
聴
取
し
、
安
全
で
平
穏
な
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

協
議
会
会
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
※
敬
称
略
）

○
あ
さ
ぎ
り
交
番
連
絡
協
議
会
会
員

　

会
長　
　

浦
本　

秀
正
（
八
幡
）

☎
４
５
‐
０
９
１
１

　

副
会
長　

村
山　
　

豪
（
今
井
）

☎
４
５
‐
２
６
６
５

　

理
事　
　

福
永　

勝
人
（
竹
野
）

☎
４
５
‐
１
０
３
１

　

〃　
　
　

前
原　

真
昭
（
植
の
里
）

☎
４
５
‐
０
１
６
９

　
　
　
　
　

高
田　

則
夫
（
掘
角
）

☎
４
５
‐
２
７
２
４

　
　
　
　
　

新
堀
美
智
子
（
狩
所
）

☎
４
７
‐
０
４
０
１

　
　
　
　
　

蓑
田　

裕
一
（
久
鹿
）

☎
４
５
‐
４
３
２
８

　
　
　
　
　

田
中　
　

浩
（
永
才
）

☎
４
５
‐
１
２
８
４

　
　
　
　
　

城
本　

勝
行
（
開
墾
）

☎
４
５
‐
３
０
７
５

　
　
　
　
　

星
原　

建
一
（
宮
麓
）

☎
４
５
‐
３
７
１
６

　
　
　
　
　

西　
　

昭
一
（
内
山
）

☎
４
５
‐
２
２
９
２

　
　
　
　
　

松
村　

憲
一
（
阿
蘇
）

☎
４
５
‐
５
１
７
９

○
事
務
局
長

　

あ
さ
ぎ
り
交
番
所
長　

宮
本　

周
一

お
問
い
合
せ
先
：

　

あ
さ
ぎ
り
交
番

　
　
　
（
☎
４
５
‐
０
６
２
５
）

 

安
心
安
全
な

    

ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て

あ
さ
ぎ
り
交
番
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
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本
年
６
月
か
ら
11
月
ま
で
熊
本
県
社
会

保
険
事
務
局
長
の
委
嘱
に
よ
り
あ
さ
ぎ
り

町
の
特
別
国
民
年
金
推
進
員
に
な
ら
れ
ま

し
た
、人
吉
市
在
住
の
田
中
徹
さ
ん
で
す
。

　

戸
別
訪
問
に
よ
る
制
度
周
知
、
保
険
料

の
納
付
督
励
、
免
除
申
請
及
び
収
納
等
で

あ
さ
ぎ
り
町
を
ま
わ
ら
れ
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

特別国民年金

推進員です！

平成16年4月1日から児童手当の
対象年齢が小学校3年生まで拡大されました
　平成 16年 4月 1日から、児童手当の支給対象が拡大されました。
　支給対象年齢が、従来の義務教育就学前（6歳到達後最初の年度末）までから、小学校第 3学年修了前（9
歳到達後最初の年度末）までに拡大されました。
　新たに、児童手当等を受けようとされる児童の保護者の皆様については、認定請求等の手続きが必要と
なります。（公務員の方は勤務先での手続きとなります。）
　なお、改正に伴う新規認定請求等は、法施行日より平成16年 9月30日まで受け付けたものに限り、
特例的に4月1日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

○平成16年度小学校入学児童（平成9年4月2日生まれ～平成10年4月1日生まれ）等の保
　護者の皆様へ

　平成 16年 3月 31日まで、当該児童に係る児童手当等を受給されていた保護者の方は、特段の手続きは必
要ありません。（※児童手当等は 4月以降も引続き支給されます。）
　上記に該当されない保護者の方で、受給資格がある場合は、認定請求又は額改定認定請求が必要になります。

○平成16年度小学校2・3年生の児童（平成７年4月2日生まれ～平成9年4月1日生まれ）等
　の保護者の皆様へ

　現在、児童手当等を受給されていない保護者の方は新規認定請求、現在すでに就学前児童について児童手当
等を受給されている保護者の方は額改定認定請求が必要となります。

（認定に必要な添付書類）
・年金加入証明書または健康保険被保険者証の写し等（請求者が厚生年金加入者等の場合）
・所得証明書（当該市町村にその年の１月１日に住所がなかった場合）
※所得が一定額以上の場合、児童手当等が支給されない場合があります。

お問い合わせは…あさぎり町福祉課　☎ 45－ 7214（直通）まで
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全
国
安
全
週
間
初
日
の
７
月
１
日
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
山
口
建
設
（
株
）
中

球
磨
木
材
（
有
）
の
安
全
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
労
働
災
害
防
止
に
向

け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
多
良

木
警
察
署
長
よ
り
工
事
中
の
事
故
に
つ
い

て
の
講
話
が
あ
っ
た
ほ
か
、
町
健
康
増
進

課
の
山
下
久
美
子
保
健
師
よ
り
健
康
づ
く

り
講
話
も
行
わ
れ
、
今
年
５
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
健
康
増
進
法
の
説
明
や
、
心
の

健
康
、
20
代
か
ら
の
健
康
づ
く
り
な
ど
に

健康づくりの講話も受講
山口建設と中球磨木材が安全大会で

平成 16年度　国民健康保険税　税率改正のお知らせ
　先般、開催された6月定例議会におきまして、税率改正（案）が可決され、税率が次のように改正となりました。
　8月の本算定から、本年 4月 1日現在までさかのぼって課税するようになります。

（改正前）　　　　　　　　　　　　　　　　（改正後）
医療分 介護分

➡

医療分 介護分

所 得 割 6.5％ 0.89％ 所 得 割 9.0％ 2.5％増 1.25％ 0.36％増

均 等 割 22,000 円 6,000 円 均 等 割 22,000円 据え置き 6,000円 据え置き

平 等 割 30,000 円 5,500 円 平 等 割 30,000円 据え置き 5,500円 据え置き

　　　　※所得割＝所得に対する税率　均等割＝一人あたりの税額　平等割＝一世帯あたりの税額

　医療費が増え続けています。

※平成 15 年度　約 11 億 7100 万円　（前年比 13.6％増）

　皆さんが医療機関の窓口で支払う金額（一部負担金など）の、何倍もの医療費が実際はかかっています。医
療費が増えれば、それに見合う保険税が当然必要になってきます。
　町の健診には必ず受診され、病気の早期発見や、健康管理、体力増進につとめましょう。一人ひとりの心が
けが、医療費の節約につながります。

あさぎり町税務課　☎４５－７２１２（直通）

つ
い
て
の
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
課
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら

ご
依
頼
が
あ
れ
ば
、
企
業
や
各
種
団
体
を

対
象
と
し
た
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
の
講
話
に
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。

　

お
問
い
合
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
健
康
増
進
課

　
（
☎
４
５
―
７
２
１
６
直
通
）
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人
吉
保
健
所
で
は
、
本
年
度
も
引
き
続

き
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
）
抗
体
検

査
、
性
感
染
症
（
梅
毒
及
び
性
器
ク
ラ
ミ

ジ
ア
感
染
症
）
検
査
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

（
Ｂ
型
、
Ｃ
型
）
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

検
査
料
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
匿
名
で

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
目
的
◆

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
及
び
性
感
染
症
並
び
に
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
の
感
染
を
心
配
す
る
方
が
、
保
健

所
に
お
い
て
安
心
し
て
手
軽
に
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備
し
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
及
び
性
感
染
症
等
の
感
染
予
防
及
び

ま
ん
延
防
止
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

◆
検
査
内
容
◆

　

検
査
は
全
て
血
液
検
査
で
す
。
検
査
項

目
に
よ
っ
て
、約
５
〜
12
㎖
採
血
し
ま
す
。

⑴
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
）

　

感
染
後
、
間
も
な
い
時
期
（
約
３
ヶ
月

以
内
）
の
検
査
で
は
、
正
し
い
検
査
結
果

が
得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
感
染

を
心
配
す
る
出
来
事
が
あ
っ
て
か
ら
３
ヶ

月
以
上
過
ぎ
た
時
点
で
検
査
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

⑵ 

性
感
染
症
（
梅
毒
及
び
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感

染
症
）
検
査

⑶ 

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
（
Ｂ
型
、
Ｃ
型
）
検

査

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
ま
た
は
性
感
染
症
検

査
を
受
け
る
方
で
、
40
歳
以
上
の
方
に
つ

い
て
の
み
、
希
望
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎（
Ｂ
型
、Ｃ
型
）検
査
を
追
加
で
き
ま
す
。

◆
実
施
場
所
及
び
受
付
日
時
◆

　

・
場
所　

人
吉
保
健
所

　

・
住
所　

人
吉
市
寺
町
１
２
―
１

　
　
　
　
　

電
話　

２
２
―
３
１
０
７　

 

　
　
　
　
　

担
当　

井
手
口

　

・
受
付　

 

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

　
　
　
　
　

 （ 

祝
祭
日
、
年
末
年
始
及
び
平

成
16
年
12
月
28
日
を
除
く
）

　
　

※ 

前
日
ま
で
に
人
吉
保
健
所
に
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
検
査
結
果
◆

　

検
査
結
果
は
約
10
日
後
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

特
定
感
染
症
等
の

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　６月末より実施いたしました複合健診の結果説明会を下記の通り行ないます。
　今回は受診されました方全員を対象に健診の結果や今後の生活の仕方について詳しくご説明いたします。健
診は何のために受けるのかをよく理解していただき、結果を積極的に健康管理に役立てていただきますようお
願いいたします。

期　　　　日 受　付　時　間 場　　　　所

8月 26日（木） ①午前 9時～ 9時 30分 岡原保健センター②午後 1時～ 1時 30分

8月 27日（金） ①午前 9時～ 9時 30分 須恵りんどう館
②午後 1時～ 1時 30分 深田せきれい館

8月 30日（月） ①午前 9時～ 9時 30分 上保健センター②午後 1時～ 1時 30分

8月 31日（火） ①午前 9時～ 9時 30分 免田保健センター②午後 1時～ 1時 30分

＊上記の日程でご都合の良い時間・場所においでください。説明会は 1時間 30分程度で終わります。（午前
と午後の 2回実施します。）健康手帳をお持ちください。

＊ご家族で複数受診されているところは、家族からお一人おいでいただければ結構です。
＊健診結果を送付することはありませんので、説明会にこれない方は後日免田保健センターに説明を聞きにお
いでください。ただし、保健師が不在のこともありますので事前にご連絡の上おいでください。（なるべく
9月末まで）

＊なお、健診結果に異常があり紹介状が出た場合は後日別の日の説明会の通知をしますので、上記の説明会に
は出席される必要はありませんのでご注意下さい。

連絡先：あさぎり町　健康増進課（免田保健センター内）保健予防係　☎45-7216（直通）

平成16年度複合健診結果説明会のご案内
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　第２回痴呆にやさしいネットワークづくり講演会

「痴呆高齢者を理解しよう」
　町では、痴呆があっても住み慣れたこの町で安心して過ごせるように、
痴呆予防と痴呆を正しく理解し、うまく対応していくための講演会と相
談会を実施しています。
　今回は、痴呆高齢者を理解し、どう接したらよいのかを痴呆介護の専
門の方に講演していただきます。
　お誘いあわせのうえぜひ、ご参加ください。

日　時　：　平成１６年　８月１８日（水）
　　　　　　午後 1時受付　　1時 30分開始　　　3時 30分終了予定
場　所　：　あさぎり町商工コミュニティーセンター「ポッポー館」
内　容　：　講演　「痴呆高齢者を地域で支える」
　　　　　　　　　講師　米満　淑恵　先生（熊本市）
　　　　　　　　　　　（痴呆を支える家族の会代表者、特別養護老人ホーム天寿園施設長）
　　　　　　　　　相談会・・・保健師・介護福祉士・看護師が個別のご相談に応じます

　　　　　　　　　　　　※第３回目は９月１０日（金）に同時間、同じ場所で実施します。

＜お問合せ先＞あさぎり町基幹型在宅介護支援センター
　　　　　　　高齢総合課内　担当：尾方・松本（☎４５‐７２３１）

家
族
介
護

支
援
事
業

高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
③

《
あ
さ
ぎ
り
町
在
宅
高
齢
者
介
護
予
防
・
生

活
支
援
事
業
》

　

在
宅
の
要
援
護
高
齢
者
及
び
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
要
援
護
高
齢
者

及
び
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
総
合
的
な

保
健
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

○
軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

対
象
者

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
単
身
世
帯
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
じ
る
世
帯
な

ら
び
に
身
体
障
害
者
等
で
あ
っ
て
前
年
度
の

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
で
す
。

事
業
内
容

　

利
用
者
に
対
し
て
、
あ
さ
ぎ
り
町
が
委
託

し
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
食
事

及
び
食
材
の
確
保
、
寝
具
類
等
大
物
の
日
干

し
取
り
込
み
、
洗
濯
物
の
搬
出
入
、
家
周
り

の
手
入
れ
な
ど
生
活
上
軽
易
な
援
助
を
行
う

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
１
時
間
あ
た
り
自
己
負
担

額
の
目
安
は
80
円
で
す
。

○
食
の
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス

対
象
者

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
単
身
世
帯
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
じ
る
世
帯
な

ら
び
に
身
体
障
害
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は

身
体
障
害
者
が
属
す
る
世
帯
で
町
長
が
必
要

と
認
め
る
方
で
す
。

事
業
内
容

　

利
用
希
望
者
に
対
し
て
、
身
体
状
況
や
生

活
環
境
を
確
認
す
る
調
査
を
行
い
、
あ
さ
ぎ

り
町
が
委
託
し
た
事
業
所
か
ら
お
弁
当
を
配

達
し
て
も
ら
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用
基
準

が
平
成
16
年
度
か
ら
本
当
に
必
要
な
方
に
提

供
す
る
よ
う
に
変
更
に
な
っ
て
お
り
、
調
査

等
に
つ
い
て
も
詳
し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

約
６
ヶ
月
に
１
回
調
査
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

○
い
き
が
い
活
動
支
援
通
所
サ
ー
ビ
ス

対
象
者

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
、
主
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
あ

る
が
介
護
予
防
に
努
め
た
い
方
が
対
象
で
す

事
業
内
容

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
深
田
事
業
所
か
免
田
事
業

所
へ
送
迎
し
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
活

動
メ
ニ
ュ
ー
を
行
う
こ
と
で
い
き
が
い
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者

の
方
が
週
１
回
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
高
齢
総
合
課
高
齢
福
祉
係

☎
４
５
‐
７
２
１
５
（
直
通
）
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　介護支援専門員実務研修受講試験並びに実務研修は、熊本県知事の指定を受け、下記の要領で実施され
ます。

①実施主体　 熊本県知事指定試験事業者　社会福祉法人　熊本県社会福祉協議会
②試験期日　平成16年10月24日㈰午前10時開始
③試験会場　熊本学園大学（予定）
④受験資格　 原則として、保健、医療、福祉分野で通算5年（一部10年）以上の実務経験を有する方
⑤試験案内の配布期間　 平成16年7月20日㈫～平成16年8月20日㈮
⑥試験案内の配布場所　 熊本県社会福祉協議会、各市町村社会福祉協議会、熊本県介護保険課、熊本市介

護保険課　※試験案内の郵送による配布は行わない。
⑦受験申込の受付期間　平成16年8月9日㈪～平成16年8月20日㈮
⑧受験申込の方法　 上記受付期間中に簡易書留により熊本県社会福祉協議会（福祉法人・研修センター）

宛に郵送（8月20日の消印有効）
⑨受験手数料　7,000円
⑩実務研修の予定　⑴実施時期　 1月～3月の間6日間（前期3日、後期3日）
　　　　　　　　　⑵実施会場　熊本市内
　　　　　　　　　⑶受 講 料　18,000円

問合せ先　あさぎり町社会福祉協議会総務係　☎４５－４６７９

　この度、新しくクリーンプラザへの搬
入道路が開通しました。
　アクセスとしましては、ジャスコ錦店
前より加久藤トンネルへの国道 221 号
線に入り、約 1.3 ㎞で右折（右側に案内
板があります）、約 0.5 ㎞進み下漆田バ
ス停を右折（右側に案内板があります）、
細い道を1.2 ㎞程度直進しますとクリー
ンプラザに到着します。
　直接搬入される方はご利用ください。

問い合わせ先
　あさぎり町環境保全課
　　　　　☎45－7217（直通）

新しくクリーンプラザへの
搬入道路が開通しました

●ジャスコ

GS

看板

看板

●パチンコ

●
石
野
公
園

R219

R221
九
州
自
動
車
道

クリーン
プラザ

平成 16 年度

介護支援専門員実務研修受講試験実施について
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ま　

ち　

の　

話　

題

Town Topics

　

６
月
26
日
、
深
田
小
学
校
児
童
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
母
親
部
会
が
翠
光
園
を
訪
問
し
、
入
所

さ
れ
て
い
る
高
齢
者
と
の
七
夕
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
毎
年
母
親
部
会
の
恒
例

行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
交
流
会

で
は
児
童
に
よ
る
童
話
発
表
、
コ
ー
ラ
ス

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
七
夕
飾
り
を
全
員

で
行
い
賑
や
か
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
３
日
に
は
、
深
田
公
民
館

せ
き
れ
い
館
に
お
い
て
、
小
学
生
を
対
象

に
七
夕
の
さ
さ
か
ざ
り
作
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
深
田
校
区
の
小
学
生
23

人
。
講
師
の
坂
本
幸
子
先
生
に
教
え
て

い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
七
夕
か
ざ
り
を
作

り
ま
し
た
。

　

材
料
は
赤
・
青
・
白
・
黄
の
４
色
の
紙

粘
土
。
こ
の
４
色
を
混
ぜ
な
が
ら
様
々
な

色
を
作
り
出
し
、
人
参
や
大
根
、
な
す
び

な
ど
の
野
菜
や
星
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
や
感
性
が
光
る
七
夕
か
ざ
り
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
笹
を
飾
る
ビ
ン
に
願
い
事
を
書

き
入
れ
世
界
に
一
つ
だ
け
の
さ
さ
か
ざ
り

が
完
成
し
ま
し
た
。

作
っ
て
星
に
願
い
を
！

七
夕

　

６
月
９
日
、
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で
元
吉

本
興
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
大
谷
由
里
子

氏
を
招
い
て
球
磨
ゆ
め
さ
き
大
学
の
第
８

期
第
５
回
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
谷
氏
は
故
横
山
や
す
し
氏
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
を
経
験
さ
れ
、
退
社
後
は
生

涯
学
習
開
発
財
団
認
定
コ
ー
チ
と
し
て
全

国
を
飛
び
回
る
日
々
。「
人
の
こ
こ
ろ
の

つ
か
み
方　

吉
本
流
体
験
的
仕
事
の
極

意
」
と
題
し
て
、
21
世
紀
に
必
要
な
も
の

は
心
の
元
気
で
あ
る
と
し
、
人
に
は
そ
れ

ぞ
れ
タ
イ
プ
が
あ
り
、
相
手
が
ど
ん
な
タ

イ
プ
か
を
見
極
め
、
ど
ん
な
付
き
合
い
方

を
し
て
い
け
ば
う
ま
く
人
間
関
係
が
運
ぶ

か
と
い
う
こ
と
を
、
冗
談
を
交
え
な
が
ら

講
演
。
会
場
か
ら
は
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

６
月
18
日
、
免
田
保
健
セ
ン
タ
ー
で
親

子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
親
子
で
楽
し
く
調
理
す
る

こ
と
を
通
じ
て
食
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
本
年
度
か
ら
町
内
13
カ
所
の

保
育
所
・
幼
稚
園
に
呼
び
か
け
て
町
健
康

増
進
課
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日

は
中
球
磨
幼
稚
園
か
ら
園
児
17
人
、
保
護

者
12
人
が
参
加
。
食
生
活
改
善
推
進
委
員

と
一
緒
に
味
噌
汁
、
ひ
じ
き
入
り
つ
く
ね

焼
き
な
ど
５
品
を
作
り
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
保
護
者
は
「
日
頃
は
『
危
な
い
』
と

思
い
、
子
ど
も
に
調
理
さ
せ
る
こ
と
が
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
一
緒

に
作
っ
た
の
で
お
い
し
い
と
思
い
ま
す
。」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
っ
し
ょ
に
作
る
と
お
い
し
い
ね

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

ま
ず
は
自
分
の
心
を
元
気
に

ゆ
め
さ
き
大
学
で
大
谷
由
里
子
氏
が
講
演

一緒に楽しく飾りつけ（翠光園）

世界にひとつのささかざりが完成（せきれい館）

生地をよ～くこねて
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「
と
な
り
の
国
の
打
楽
器
と
踊
り
」
を

テ
ー
マ
に
韓
国
の
打
楽
器
演
奏
者
李リ

ー
チ
ュ
ヒ

周
熙

さ
ん
と
車チ

ャ
チ
ャ
ン
ホ

昌
鎬
さ
ん
を
招
き
、６
月
30
日
、

岡
原
中
学
校
で
い
き
い
き
芸
術
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

扇
や
、
犬
の
皮
で
作
ら
れ
る
「
杖チ

ャ
ン
ゴ鼓
」

と
い
う
韓
国
の
代
表
的
な
打
楽
器
を
使
い

音
楽
や
舞
踊
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
韓
国

語
や
韓
国
の
文
化
の
紹
介
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
は
生
徒
も
一
緒
に
踊
り
を
体
験

し
、
日
本
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
韓
国
の
リ

ズ
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
、
今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
七
夕
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
ふ
る
さ
と
振
興
社
な
ど
に
よ

る
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
た
ほ
か
、
大
広
間
で

は
上
第
一
保
育
所
園
児
に
よ
る
か
わ
い
ら

し
い
ダ
ン
ス
や
三
味
線
、
腹
話
術
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
な
ど
町
内
外
か
ら
約
40
団
体
に
よ

る
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

出
演
者
と
司
会
者
の
絶
妙
な
や
り
と
り
に

会
場
か
ら
は
拍
手
と
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

温
泉
と
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
む

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
七
夕
ま
つ
り

韓
国
の
打
楽
器
と
踊
り
を
楽
し
む

岡
原
中
い
き
い
き
芸
術
体
験

　

郡
内
各
町
村
の
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
55
校
）
で
組
織
す
る
球
磨
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
（
小
谷
節
雄
会
長
）
主
催
の
研

究
集
会
が
６
月
20
日
、
あ
さ
ぎ
り
町
内
５

会
場
で
、
５
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
研
究
集
会
は
、「
子
ど
も
の
未

来
を
考
え
る
〜
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
果

た
す
べ
き
役
割
を
今
一
度
見
直
そ
う
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
午
前
中
の
全
体
会
を
須
恵

文
化
ホ
ー
ル
、
午
後
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
テ
ー
マ
を
設
け
て
４
会
場
に
分
か

れ
て
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後

「
現
代
の
子
ど
も
と
の
望
ま
し
い
か
か
わ

り
」
と
題
し
て
熊
本
大
学
付
属
病
院
で
臨

床
心
理
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る

岡
崎
光
洋
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
あ
り
、

「
目
は
口
以
上
に
物
を
言
う
。
普
段
か
ら

子
ど
も
と
接
し
子
ど
も
に
さ
せ
た
く
な

い
こ
と
は
親
も
し
な
い
。
良
い
こ
と
は
大

人
が
み
ん
な
黙
っ
て
す
る
こ
と
が
大
切
。」

な
ど
と
強
調
。
午
後
か
ら
の
各
分
科
会
場

も
、
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
グ
ル
ー

プ
討
議
な
ど
の
形
で
テ
ー
マ
毎
に
開
催
さ

れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
真
剣
な
討

論
が
行
わ
れ
、
子
育
て
に
関
し
て
の
認
識

を
再
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

岡崎氏による基調講演

分科会の様子。グループに分かれてのワークショップでは、
本音のトークに有意義な集会だったようです。（家庭教育部
会：せきれい館講堂）

子
ど
も
の
未
来
を
考
え
、家
庭・学
校・地
域
の

果
た
す
べ
き
役
割
を
今
一
度
見
直
そ
う
！

平
成
16
年
度
球
磨
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会
、
あ
さ
ぎ
り
町
で
開
催

上第一保育所園児によるステージ
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６
月
26
日
（
土
）、
町
内
の
各
子
ど
も

会
の
リ
ー
ダ
ー
ら
45
名
が
ビ
ハ
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
に
集
合
。
町
教
育
委
員
会
と
の
共

催
で
キ
ャ
ン
プ
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
雨
天
模
様
の
た
め
、
管

理
棟
で
開
催
さ
れ
た
講
習
会
で
は
、
地
域

教
育
力
活
性
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
宮

崎
幸
利
氏
の
指
導
に
よ
り
各
種
テ
ン
ト
設

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る
注

意
事
項
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
終
了
後
は

同
公
園
内
で
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
親
睦

を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
〜
４
日
、
須
恵
文
化
ホ
ー
ル

自
主
文
化
事
業
と
し
て
公
共
ホ
ー
ル
音
楽

活
性
化
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
生
の
音
楽
に
触
れ
る
機
会
の

少
な
い
人
々
に
音
楽
を
届
け
る
と
と
も

に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
い
、
地
域
に
広
め
る
事
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
町
内
の
各
小
学
校
、
翠
光
園
、

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
と
会
場
を
分
け
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

須
恵
小
学
校
で
は
楽
器
の
名
前
の
由
来

や
音
の
鳴
る
し
く
み
を
ク
イ
ズ
形
式
で
楽

し
く
説
明
。
子
ど
も
た
ち
は
生
の
音
楽
に

魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

あ
さ
ぎ
り
町
子
ど
も
会
育
成
協
議
会

キ
ャ
ン
プ
講
習
会

宮崎コーディネーターとボーイスカウト達による指導の模様

生
の
音
楽
に
触
れ
よ
う

公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

６
月
25
日
、
岡
原
小
学
校
で
人
権
集
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
年
間
を
通
し
て

人
権
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
で
人
権
尊
重
の

意
識
を
高
め
る
事
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
日
は
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
こ
れ
ま
で
の

人
権
学
習
で
感
じ
た
こ
と
、
日
常
生
活
で
感

じ
て
い
る
事
を
発
表
し
、「
や
さ
し
さ
い
っ
ぱ

い
の
１
―
１
に
し
よ
う
」「
友
だ
ち
の
よ
い
と

こ
い
っ
ぱ
い
み
つ
け
よ
う
」
な
ど
の
「
な
か
よ

し
宣
言
」
を
行
っ
た
ほ
か
、
６
月
に
熊
本
市

で
行
わ
れ
た
子
ど
も
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
し
た
感
想
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
交

流
を
深
め
よ
う
と
岡
原
小
、
須
恵
小
、
深

田
小
合
同
の
演
劇
鑑
賞
が
行
わ
れ
、
３
校

合
わ
せ
て
約
４
０
０
名
の
児
童
が
須
恵
文

化
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

演
劇
鑑
賞
の
前
に
は
、
各
校
の
紹
介

の
意
味
も
込
め
て
校
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
、

ホ
ー
ル
内
は
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
須
恵
小
学
校
の
糸
原
茉

佑
さ
ん
が
「
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
一
緒
に
演
劇
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。」
と
挨
拶
。
劇
団
民
話
劇
場
の
「
彦

一
ば
な
し
」
を
鑑
賞
し
た
後
は
、
同
劇
団

に
よ
る
演
劇
教
室
も
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

学
年
ご
と
に
「
な
か
よ
し
宣
言
」

 　
　
　
　
　
　

岡
原
小
人
権
集
会

子
ど
も
た
ち
の
交
流
を

岡
原
・
須
恵
・
深
田
小
合
同
の
演
劇
鑑
賞
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６
月
12
日
か
ら
７
月
４
日
に
か
け
て
平
成
16
年
度
球
磨
人
吉
中
体
連
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
体
で
は
免
田
中
の
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
、
上
中
の
男
子
バ
レ
ー
が
優

勝
、
共
に
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
は
男
女
と
も
上

中
が
２
位
、
卓
球
で
は
男
子
が
須
恵
中
、
女
子
が
上
中
と
共
に
２
位
を
飾

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
で
も
柔
道
で
は
免
田
中
勢
の
活
躍
が
目
立
つ
な
か
、
深
田

中
の
野
添
さ
ん
が
優
勝
。
陸
上
で
は
岡
原
中
、
上
中
の
活
躍
が
光
り
、
各

種
目
に
お
い
て
、
町
内
中
学
校
が
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

激
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体

サ
ッ
カ
ー　
　

１
位　

免
田
中

男
子
バ
レ
ー　

１
位　

上
中

　
　
　
　
　
　

２
位　

岡
原
中

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
男
）
２
位　

上
中

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
女
）
２
位　

上
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位　

免
田
中

卓
球
（
男
）
２
位　

須
恵
中

　
　
　
　
　

３
位　

深
田
中

卓
球
（
女
）
２
位　

上
中

バ
ス
ケ
ッ
ト
（
男
）
２
位　

免
田
中

柔
道
（
男
）
２
位　

免
田
中

野
球　
　
　

３
位　

上
中

水
泳
（
男
）
３
位　

免
田
中

水
泳
（
女
）
３
位　

免
田
中

個
人
成
績

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

　

１
位　

 

林
恭
平・槻
木
晃
盛
組（
上
中
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

　

３
位　

 

平
川
し
お
り
・
小
鶴
綾
香

　
　
　
　
（
免
田
中
）

卓
球
女
子　

２
位　

 

那
須
恵
里
香（
上
中
）

柔
道

　

男
子
（
55
ｋ
級
）

　
　

１
位　

野
村
竜
也
（
免
田
中
）

　
　

２
位　

黒
木　

秀
（
免
田
中
）

　

男
子
（
66
ｋ
級
）

　
　

３
位　

浜 

島
捷
宏
（
免
田
中
）

　

男
子
（
90
ｋ
超
）

　
　

１
位　

岩
本
拓
也
（
免
田
中
）

　

女
子
（
52
ｋ
級
）

　
　

１
位　

犬
童
琴
美
（
免
田
中
）

　

女
子
（
57
ｋ
級
）

　
　

１
位　

野
添
真
里
（
深
田
中
）

　

女
子
（
63
ｋ
級
）

　
　

２
位　

川
畑
育
子
（
免
田
中
）

陸
上　

１
年
男
子　

１
０
０
Ｍ

　

１
位　

佐
々
木
洸
（
上
中
）

　

３
位　

平
嶋
瑞
輝
（
岡
原
中
）

共
通
男
子
１
０
０
Ｍ

　

１
位　

鍵
田
将
貴
（
岡
原
中
）

共
通
男
子
２
０
０
Ｍ

　

３
位　

豊
永
尚
弥
（
岡
原
中
）

共
通
男
子
４
０
０
Ｍ

　

３
位　

椎
葉
晴
宣
（
免
田
中
）

共
通
男
子
８
０
０
Ｍ

　

１
位　

平
田
崇
朋
（
上
中
）

　

２
位　

田
代
晃
（
岡
原
中
）

　

３
位　

西
浩
伸
（
免
田
中
）

１
年
男
子
１
５
０
０
Ｍ

　

１
位　

吉
鶴
誠
志
（
岡
原
中
）

　

３
位　

髙
橋
正
吾
（
上
中
）

２
年
男
子
１
５
０
０
Ｍ

　

１
位　

和
泉
貴
大
（
岡
原
中
）

共
通
男
子
１
５
０
０
Ｍ

　

２
位　

吉
鶴
隼
人
（
免
田
中
）

　

３
位　

橋
本
龍
之
介
（
上
中
）

共
通
男
子
３
０
０
０
Ｍ

　

３
位　

和
泉
達
也
（
上
中
）

男
子
走
り
高
跳
び

　

２
位　

山
本
真
大
（
岡
原
中
）

　

３
位　

青
山
祐
真
（
上
中
）

共
通
男
子
４
０
０
Ｍ
Ｒ

　

１
位　

 

岡
原
中
（
深
松
・
豊
永
・
平

嶋
・
鍵
田
）

　

３
位　

 

免
田
中
（
宮
原
・
西
・
椎
葉
・

水
長
）

１
年
女
子
１
０
０
Ｍ

　

１
位　

濱
松
香
純
（
岡
原
中
）

　

２
位　

田
上
陽
（
岡
原
中
）

　

３
位　

森
紀
子
（
上
中
）

共
通
女
子
１
０
０
Ｍ

　

１
位　

星
原
直
美
（
免
田
中
）

１
年
女
子
８
０
０
Ｍ

　

１
位　

森
口
佳
央
里
（
上
中
）

２
年
女
子
８
０
０
Ｍ

　

２
位　

久
我
香
南
子
（
岡
原
中
）

共
通
女
子
１
５
０
０
Ｍ

　

１
位　

久
我
美
耶
子
（
岡
原
中
）

共
通
女
子
走
り
幅
跳
び

　

１
位　

平
田
成
美
（
上
中
）

　

３
位　

緒
方
麻
里
子
（
上
中
）

低
学
年
女
子
４
０
０
Ｍ
Ｒ

　

３
位　

 

上
中
（
三
宅
・
森
・
宮
﨑
・

藤
本
）

共
通
女
子
４
０
０
Ｍ
Ｒ

　

３
位　

 

岡
原
中
（
田
上
・
濱
松
・
片

瀬
・
溝
辺
）

水
泳　

2
年
男
子
50
Ｍ
自
由
形

　

３
位　

浜
島
捷
宏
（
免
田
中
）

サ
ッ
カ
ー
で
免
田
中
、
男
子
バ
レ
ー
で

上
中
が
優
勝
。
陸
上
で
も
優
勝
相
次
ぐ

平成16年度球磨人吉中体連大会

　

６
月
12
日
に
行
わ
れ
た
熊
本
県

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
で
、

上
中
学
校
の
林
恭
平
さ
ん
、
槻
木

晃
盛
さ
ん
ペ
ア
が
見
事
３
位
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
人
は
昨
年
行
わ
れ
た
県
新
人

戦
で
も
準
優
勝
を
果
た
し
て
お

り
、
今
年
７
月
に
行
わ
れ
た
郡
市

中
体
連
で
は
見
事
優
勝
を
飾
り
、

７
月
25
日
に
行
わ
れ
る
県
大
会
に

人
吉
球
磨
の
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。

　

中
学
最
後
の
大
会
に
、
林
さ
ん

は
「
一
球
一
球
を
大
切
に
し
、
ベ

ス
ト
４
以
内
に
入
る
！
」、
槻
木

さ
ん
も
「
試
合
で
自
分
の
力
を
全

て
出
し
切
り
上
位
を
目
指
す
。」

と
気
合
い
十
分
。
監
督
の
川
野
美

　
　
　
　
　

上
中　

林
・
槻
木
ペ
ア

穂
先
生
も「
力
は
十
分
あ
る
の
で
、

当
日
に
自
分
の
力
を
精
一
杯
出
し

て
ほ
し
い
。
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て

ほ
し
い
で
す
。」
と
エ
ー
ル
を
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

代
表
男
子
２
０
０
Ｍ
自
由
形

　

３
位　

打
越
喜
太
郎
（
免
田
中
）

代
表
男
子
１
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ

　

２
位　

久
保
田
博
（
岡
原
中
）

代
表
男
子
２
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ

　

１
位　

久
保
田
博
（
岡
原
中
）

　

３
位　

緒
方
直
人
（
免
田
中
）

2
年
女
子
50
Ｍ
自
由
形

　

２
位　

柳
瀬
由
花
（
免
田
中
）

代
表
女
子
１
０
０
Ｍ
自
由
形

　

３
位　

山
本
由
季
（
免
田
中
）

代
表
女
子
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

３
位　

丹
後
真
奈
美
（
免
田
中
）

県
大
会
で

３
位
入
賞
！

槻木さん（左）と林さん
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　平成 16年 8月 7日（土）～ 8日（日）にあさぎり夏祭りを開催します。
　今年は７日に向町河川公園で花火大会、８日は会場を免田駅東側特設会場に移し、牛深ハイヤ踊りや大好評
のひょくれ踊りなど、多彩な催しで皆様のご来場をお待ちしています！
　プログラムは下記のとおりです。

みんな
で楽し

もう !

プログラム
開　催　日 時　間 会　　　　場 内　　　　　容

８月７日（土）

15:00 ～

18:00 ～
18:30 ～
19:15 ～
20:00 ～

16:00 ～
　22:00

　　庄屋橋下～
　　　　明廿橋下
向町河川公園

イカダ下り大会（球磨川）

和太鼓（一期一会）
キャラバン
フラダンス
納涼花火大会

各種バザーコーナー他

８月８日（日）

12:00 ～
12:20 ～
13:00 ～
14:00 ～
15:00 ～
15:40 ～
16:40 ～
17:20 ～
18:20 ～
18:50 ～
20:30 ～

12:00 ～
　22:00

免田駅東側特設会場 オープニングセレモニー
キャラクターショー（１）
園児発表
ＫＵＭＡＫＯＩ六調子
牛深高校郷土芸能部（ハイヤ）
中学校吹奏楽
キャラクターショー（２）
カラオケ大会
和太鼓（龍神太鼓）
ひょくれ踊り
福引大抽選会

各種バザーコーナー他

※ 福引抽選会の抽選券（うちわ）を 1本 200 円で、8月 7日・8日の両会場にて販売いたします。豪華賞品（特
賞 10万円 3本など）を準備しています。数量限定ですので早めにご購入ください。

問い合わせ先
　あさぎり夏祭り実行委員会事務局（あさぎり町商工会内）　☎0966-45-0969
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　７月２日、球磨川の川瀬橋下流（須恵校区）で死亡し
たマゴイが発見され、確定診断の結果、７月８日にＫＨ
Ｖ病の発生が確認されました。
　県では、既にＫＨＶ病まん延防止のため、県内の河川
をコイの持ち出しを禁止する水域として指定しています
ので、ご協力をお願いします。
　また、ＫＨＶ病のまん延を防ぐため、町では河川及び
水路等の巡回・監視に努めています。町内の河川で死ん
だコイを発見された場合は、下記へ連絡してください。
　ＫＨＶ病は、コイ（マゴイ、ニシキゴイ）以外の魚に
は感染しません。また、人に感染することはないため、
仮に感染したコイを食べても人体への影響はありませ
ん。

（連絡先）あさぎり町農業振興課農産係
　☎４５－７２１８（直通）

みんなおいでよ！カヌーにチャレンジ !!

球磨川でコイヘルペスウイルス（ＫＨＶ）病
の発生が確認されました

　国土交通省八代河川国道事務所が主催する広報イベント「一年中球磨川の日」の一環として、カヌー教
室が行われます。この機会にぜひ親子でご参加ください。

平成16年８月22日（日曜日）雨天順延　13：00～

集 合 場 所　相良村柳瀬（構造改善センター駐車場）
参　加　費　一家族（2人）1,000円（保険代など）
募 集 人 数　20～30名〔10～ 15組〕（応募多数の場合は抽選となります）
募 集 対 象　小学４～６年生の児童とその保護者（２名１組を原則とします）
当日の流れ　13：00　集合・「川の学校」川のお話
　　　　　　　　　　 カヌー体験
　　　　　　16：40　永江橋下でゴール！
　　　　　　17：00　解散予定

持ってくるもの
　水着・着替え・タオル・ぬれても良い靴またはビーチサンダル

お問合せ・お申し込みは　一年中球磨川の日実行委員会
　℡096-987-6671　FAX096-384-4898 （受付時間9：00～ 18：00　FAX24時間受付）
　住所・氏名・年齢・性別・連絡先をそえて8月１３日（金）までお申し込みください。
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平
成
11
年
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が

改
正
さ
れ
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
に
つ
い
て
事
業
主
の
配
慮
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
か
ら
４
年
あ
ま
り
が
経
過

し
、
就
業
規
則
に
規
定
す
る
な
ど
、
何
ら

か
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
事
業
所
は
増
え

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
女
性
労
働
者
か
ら
雇
用
均
等

室
に
寄
せ
ら
れ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
か

か
る
相
談
は

増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

中
に
は
「
会

社
に
相
談
窓

口
が
あ
る
が

相
談
し
づ
ら

い
」「
相
談
し
た
が
十
分
に
対
応
し
て
く

れ
な
い
」
と
い
っ
た
内
容
も
あ
り
ま
す
。

防
止
対
策
は
講
じ
て
い
て
も
、
形
式
的
な

も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

職
場
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
起
き
る
と
、
被
害
を
受
け
た
女
性
労
働

者
の
働
く
意
欲
を
低
下
さ
せ
、
職
場
環
境

を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ

て
も
労
働
生
産
性
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
低

下
な
ど
見
逃
せ
な
い
問
題
で
す
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い

て
、
事
業
主
が
配
慮
す
べ
き
事
項
を
指
針

と
し
て
、以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い
ま
す
。

１
．
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
許
さ
な
い
と
い
う
事
業
主

の
方
針
の
明
確
化
と
周
知
・
啓
発

　
（
例
） 

就
業
規
則
等
に
明
文
化
を
す
る
。

研
修
会
等
を
行
う
。

２
．
相
談
・
苦
情
へ
の
対
応
の
た
め
の
窓

口
の
明
確
化
と
、
相
談
・
苦
情
へ
の
適

切
か
つ
柔
軟
な
対
応
。

　
（
例
） 
複
数
以
上
の
窓
口
を
設
置
し
、

必
ず
女
性
を
入
れ
る
。

３
．
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
生
じ
た
場
合
の
、
迅
速
か

つ
適
切
な
対
応

　

あ
な
た
の
会
社
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
を
も
う
一
度
見
直

し
、
男
女
と
も
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
ご
相
談
・
お
問
い
合
せ
・
資
料
請
求
は

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
☎
０
９
６
‐
３
５
２
‐
３
８
６
５
）ま
で
。

あ
な
た
の
会
社
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
は
万
全
で
す
か
？

第54回“社会を明るくする運動”

「ふれあいと対話が築く
明るい社会」 　熊本県では、次のとおり人権メッセージ

を募集します。

◆募集内容
　人権に関するメッセージ（１００字以
内、形式自由）
　人権の大切さや、体験を通して感じた
こと、勇気づけられたこと、励ましの言
葉など
◆応募資格
　県内に居住、通勤、通学されている方
◆募集期間
　平成１６年９月３０日（木）まで
　
　詳しくは、熊本県人権センターまでお問
い合せください。
　☎０９６－３８４－５８２８

人権メッセージ募集

～伝えたい
わたしの想い～

　あさぎり町におきましても実施委員会を開催し、７月～８
月を強調月間とし、今後の運動について、協議されました。
　近年の犯罪情勢は悪化し、とりわけ少年非行は深刻な状況
にあり、地域住民の不安や焦り、無力感は大きくなっていま
す。少年をめぐる問題は、家庭の絆・人とのふれあい・地域
の連帯と深く結びついています。だからこそ、今年の“社会
を明るくする運動”は、その持ち前を発揮し、地域が一体と
なった活動を推進することとしました。

非行や犯罪のない明るい
社会をつくりましょう

“社会を明るくする運動”あさぎり町実施委員会
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熊
本
県
で
は
、「
く
ま
も
と
・

川
と
海
づ
く
り
県
民
運
動
」
の
一

環
と
し
て
、
水
環
境
の
保
全
を
呼

び
か
け
る
標
語
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
家
庭
等

か
ら
の
生
活
排
水
」
で
す
。

◆
応
募
部
門

　

小
・
中
学
校
の
部

　

一
般
の
部

◆
応
募
期
間

　

 

平
成
16
年
７
月
１
日
〜
９
月
10
日

◆
募
集
作
品

　

一
人
に
つ
き
1
点
を
漢
字
・
ひ

ら
が
な
含
め
20
文
字
以
内
と
し
、

３
点
以
内
に
限
り
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
自
作
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。
作
品
の
返

却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法

　

郵
送
（
ハ
ガ
キ
、
封
筒
）、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、又
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
、

応
募
作
品
及
び
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
（
学
生
の
場
合
、
学

校
名
、
学
年
）、
電
話
番
号
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
審
査

会
を
設
け
、
各
部
門
最
優
秀
作
１

点
、
優
秀
作
３
点
、
佳
作
６
点
を

選
び
、
11
月
に
発
表
及
び
表
彰
し

ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
球
磨
地

域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
、
ま

た
は
熊
本
県
環
境
保
全
課
水
保
全

対
策
室
に
お
尋
ね
に
な
る
か
、
熊

本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

　

熊
本
県
環
境
保
全
課
水
保
全
対

策
室

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

（
内
線
７
３
５
７
）

℻
０
９
６
‐
３
８
７
‐
７
６
１
２

水
環
境
保
全
標
語
募
集

　

く
ま
も
と
み
ん
な
の
川
と

海
づ
く
り
県
民
運
動

平成 16 年度

「く
まも
と・み

んなの川と海づくりデー」の実施について
　生命の源である「水」からなる川・海は大切な自然からの贈り物です。
　しかしながら、日常生活から出されるゴミや排水などで自然の浄化能力では回復できない状況にあります。
　このため、ふるさとの川と海をまもり、次世代に伝えていくことを目指して、美化清掃活動を行います。ぜ
ひ、ご参加ください。
　詳細については、チラシにてお知らせいたします。

　　　　　<統一テーマ>

「熊本の　みんなでまもろう　川と海」

記
１．日　　時　　平成１６年８月８日（日）　午前６時００分集合（雨天決行）
２．清掃会場　　上校区　　　　免田川流域・清願寺ダム周辺
　　　　　　　　免田校区　　　球磨川・免田川・井口川・百太郎溝流域
　　　　　　　　岡原校区　　　井口川流域
　　　　　　　　須恵校区　　　球磨川流域
　　　　　　　　深田校区　　　球磨川流域
３．参加方法　　清掃活動ができる服装でご参加ください。
　　　　　　　　ゴミ袋・軍手等につきましては、当日配布いたします。

町民の皆様のご参加をお願いいたします。
《お問い合わせ先》あさぎり町　環境保全課　☎４５- ７２１７（直通）
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Thank You!　ありがとうございました！

Erin Helland

Hello,everyone!!

Soon my two years stay in 

Japan will come to an end.  

The end of  Ju ly  I  w i l l  be 

leaving to go back to America 

so I have been reflecting on my life 

in Japan and there are some people I need to thank 

for making my experience here so wonderful.

Thank you to the Asagiri Board of Education for taking 

care of me and giving me a job .  Thank you also to 

the people at Sekire-kan and Fukada Shisho for making 

going to the office interesting!  Thank you to all the 

teachers that I have had the opportunity to work with.  

When I return to America I will study to get my teachers 

license and I will be a better teacher because I have gotten 

the chance to work with all of you.  To the students 

at Makoto, Senryuji, Okaharu and Sue Hoikuens, 

Sue Elementary School and Fukada Elementary and 

Junior High Schools, I have had so much fun teaching 

you.  Your energy is infectious and eagerness to learn 

incredible.  You are all the reason that I enjoyed going to 

work.  Finally, thank you to the people of Fukada.  From 

my first day here I have been treated with great kindness 

and generosity. You made me feel as though I was a part 

of the community and not just a visitor.  I feel so lucky 

to have lived here for the past two years!!

Although I will leave the memories of Japan will stay 

with me always and the people I have met and the 

experiences that I have had will hold a special place in 

my heart. 

　日本での二年間の生活がもうすぐ終わろうとしています。
七月末に私はアメリカに帰国することになりますが、ここで
の日々を振り返るにあたり、日本での生活をかけがえのない
ものにしてくださった多くの方々にお礼を言いたいと思いま
す。
　まずはじめに、あさぎり町教育委員会の皆様、本当にお世
話になりました。せきれい館、深田支所の皆様、どうもあり
がとうございました。いつも皆さんに会えるのを楽しみにオ
フィスに行っていました。
　一緒に働くことができた、すべての先生方にもお礼を言い
たいと思います。アメリカに帰国したら、私も教員免許を取り、
より良い教師を目指して頑張るつもりです。この目標ができ
たのも、いろんな先生方との出会いがあり、共に仕事をさせ
ていただいたおかげです。
　まこと保育園、専立寺保育園、岡原保育所、須恵保育所、
須恵小、深田小、そして深田中の皆さん、今まで本当にあり
がとう。皆に英語を教えることができてとても楽しかったで
す。いつも皆は一生懸命英語を学ぼうとしてくれましたね。
皆のエネルギーは信じられないくらい熱く、すばらしいもの
だといつも驚かされました。私が二年間楽しくすごせたのも、
すべて皆がいてくれたからです！
　最後になりましたが、深田の皆さん、本当にお世話になり
ました。初めて深田に来た日から、私は皆さんに大きな優し
さと温かさで見守られてきました。「外国人」ではなく、皆さ
んと同じ深田の住民の一人として二年間暮らすことができ、
私は本当に幸せ者でした！
　ここを離れても、今まで出会った人々、経験させてもらっ
たことすべてを心の中の大切な引き出しに入れて、新しい日々
を過ごしていこうと思います。
　本当にお世話になりありがとうございました。

エリン・ヘランド（訳：松尾　眞子）

　

少
年
非
行
の
傾
向
は
、
県
内
で

は
刑
法
犯
少
年
及
び
覚
せ
い
剤
等

薬
物
乱
用
少
年
な
ど
前
年
に
比
べ

て
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
全

刑
法
犯
の
52.6
％
は
少
年
が
占
め
て

お
り
、
前
年
よ
り
も
1.7
ポ
イ
ン
ト

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
有
害
情

報
の
氾
濫
な
ど
新
た
な
問
題
も
発

生
し
て
お
り
、
少
年
を
取
り
巻
く

環
境
の
悪
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

青
少
年
が
関
係
す
る
事
件
が
起
こ

る
た
び
に
、
家
庭
や
学
校
、
地
域

に
お
け
る
教
育
機
能
の
低
下
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

21
世
紀
の
熊
本
を
担
う
青
少
年

が
健
全
に
育
つ
た
め
に
は
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
社
会
人
と
し
て
の

地
域
の
子
育
て
に
関
わ
り
、家
庭
、

学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
て
青
少
年
の
た
め
の
教
育

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

７
月
と
８
月
の
２
ヶ
月
間
は
青

少
年
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、

非
行
に
陥
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
学
校
、
職

場
、
地
域
社
会
の
実
情
に
応
じ
た

具
体
的
な
活
動
に
あ
な
た
も
積
極

的
に
参
加
し
て
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

　

熊
本
県
交
通
安
全
・
青
少
年
課

　

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

（
内
線
７
０
４
９
）

みんな、みんなの
子どもです

あなたにも、地域社会の
子育てに責任があります
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７
月
１
日
付
け
で
辞
令
交
付
が
あ
り
、

次
の
と
お
り
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

※
（　

）
内
は
旧
部
署

総
務
課

　
　
　
　
　

鶴
本
美
奈
子（
町
民
課
）

須
恵
支
所
長　

　
　
　
　
　

蓑
毛　
　

哲

（
生
涯
学
習
課
審
議
員
）

企
画
財
政
課

　

課
長　
　

松
下　

定
久（

商
工
観
光
課
長
）

　

主
幹　
　

田
中　

五
女（
会
計
課
）

　
　
　
　
　

山
本　

祐
二（
建
設
課
）

　
　
　
　
　

皆
越
千
恵
美（
福
祉
課
）

税
務
課

　

課
長　
　

桑
原　

誠
吾（

健
康
増
進
課
長
）

　

主
幹　
　

久
保
田　

悦（
環
境
保
全
課
）

　
　
　
　
　

橋
本　

英
樹（
商
工
観
光
課
）

　
　
　
　
　

尾
方　
　

圭（
体
育
振
興
課
）

　
　
　
　
　

税
木　

亜
紀（
福
祉
課
）

　
　
　
　
　

高
田　

由
佳（
環
境
保
全
課
）

町
民
課

　

課
長　
　

田
原　

穂
積（

高
齢
総
合
課
長
）

　

審
議
員　

高
山　

憲
二（
税
務
課
長
）

　
　
　
　
　

荒
木
百
合
香（
農
業
委
員
会
）

福
祉
課

　

主
幹　
　

中
村　

雄
治（
下
水
道
課
）

　
　
　
　
　

田
口　

宏
幸（
建
設
課
）

　
　
　
　
　

山
本　

日
和（
農
業
委
員
会
）

　
　
　
　
　

松
本　

治
子（
健
康
増
進
課
）

高
齢
総
合
課

　

課
長　
　

城
音
寺
正
晴

（
生
涯
学
習
課
審
議
員
）

健
康
増
進
課

　

課
長　
　

山
口　

和
幸（

企
画
財
政
課
長
）

　
　
　
　
　

片
山　

美
佳（
福
祉
課
）

　
　
　
　
　

冨
永　

史
彦（
生
涯
学
習
課
）

環
境
保
全
課

　

審
議
員　

上
渕　

七
郎（
水
道
課
長
）

　

主
幹　
　

恒
松
と
み
子（
税
務
課
）

　
　
　
　
　

平
木　

多
美（
税
務
課
）

　
　
　
　
　

中
神
洋
一
郎（
税
務
課
）

農
業
振
興
課

　

主
幹　
　

尾
方
立
三
郎（
生
涯
学
習
課
）

林
業
振
興
課

　
　
　
　
　

蓑
田　

輝
幸（
健
康
増
進
課
）

　
　
　
　
　

嶋
田　

清
子（
生
涯
学
習
課
）

商
工
観
光
課

　

課
長　
　

徳
永　

正
勝（

教
育
総
務
課
長
）

　

課
長
補
佐　

中
村　

幸
徳（

企
画
財
政
課
）

　
　
　
　
　

下
田　

佳
浩（
税
務
課
）

建
設
課

　
　
　
　
　

高
田　

真
之（

総
務
課
上
支
所
）

　
　
　
　
　

右
田　

哲
郎（
高
齢
総
合
課
）

　
　
　
　
　

杉
下　
　

奨（
環
境
保
全
課
）

水
道
課

ほー
びゃーです！

わたしたち

 

石
せ き ふ

粉粘土教室
（代表　林　玲子さん）

　石粉粘土教室は８年ほど前に林さん宅で始められ、
月３回、午後８時から行われており現在５、６人の方
が作品製作を楽しんでいらっしゃいます。石粉粘土の
魅力は「他の人の作品を見るのも、自分だけの作品が
できるのも楽しい。」「始めたらおもしろくてやめられ
ない。」とのことで、この日もわきあいあいとバラの
リースやポプリケースなど、思い思いの作品を作られ
ていました。

　

課
長　
　

伊
津
野
幸
一（
町
民
課
長
）

　

主
幹　
　

赤
坂　

直
美

（
総
務
課
岡
原
支
所
）

下
水
道
課

　
　
　
　
　

酒
井　

裕
次（
企
画
財
政
課
）

　
　
　
　
　

皆
越　

圭
哉

（
総
務
課
深
田
支
所
）

会
計
課

　

主
幹　
　

兼
田　

和
子

（
総
務
課
須
恵
支
所
）

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

坂
井　

公
子（
林
業
振
興
課
）

教
育
委
員
会

教
育
総
務
課

　

課
長　
　

川
嶋　

正
輝（

生
涯
学
習
課
長
）

　

審
議
員　

深
水　

敏
夫（
林
業
振
興
課
）

　
　
　
　
　

豊
永　

亜
紀（
建
設
課
）

生
涯
学
習
課

　

課
長　
　

久
保
田
利
己

（
総
務
課
須
恵
支
所
長
）

　

主
幹　
　

前
田　
　

洋（
福
祉
課
）

　
　
　
　
　

森　
　

博
彦（
企
画
財
政
課
）

　
　
　
　
　

那
須　

琴
美（
総
務
課
）

体
育
振
興
課

　

課
長
補
佐　

那
須　

金
蔵

（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
　
　

岡
田　

哲
郎（
税
務
課
）

社
会
福
祉
協
議
会　
　
　

　
　
　
　
　

小
見
田
文
男（

町
民
課
審
議
員
）

　
　
　
　
　

出
田　
　

茂（
下
水
道
課
）

職
員
の
異
動

作品の数々



　

次
の
ご
遺
族
の
方
々
か
ら
、
あ
さ

ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
多
額
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に

添
う
よ
う
に
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町

の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
16
年
６
月
１
日
〜
６
月
末
日

受
付
分
ま
で
）
※
敬
称
略

地
区　
　

寄
附
者　
　
　

故
人

免
田　

稲
冨
フ
ミ
子　

稲
冨　

一
二

岡
原　

磯
田　

龍
博　

磯
田
百
合
子

岡
原　

宮
原　

ア
ヤ　

宮
原　

政
續

岡
原　

内
場
多
美
子　

内
場
ミ
ツ
ル

上　
　

尾
方　

十
一　

尾
方　
　

登

松
橋　

万
江　

暁
美　

万
江　

松
子

深
田　

小
田
ト
ミ
エ　

小
田　

定
保

免
田　

高
橋　

晴
美　

金
子　

敏
行

免
田　

重
田　

博
文　

重
田　

ヨ
シ

上　
　

前
村
美
千
人　

前
村　

武
人

免
田　

免
田　

美
惠　

免
田　

信
雄

上　
　

深
水　

金
雄　

深
水　
　

厂

人
吉　

村
山
ツ
ヨ
子　

山
ノ
内
美
代
子

　

ま
た
、
６
月
９
日
、
清
風
薬
局
代
表
取

締
役
の
白
石
敬
旺
氏
よ
り
「
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
風
」
上
映
の
益
金
20
万
円
を
奬
学
金
と

し
て
町
に
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

20

部
活
動
紹
介

◆
深
田
小
学
校　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

深
田
小
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
４

年
生
７
人
、
５
年
生
７
人
、
６
年
生
９
人

の
計
23
人
で
、週
３
回
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

太
田
淳
一
先
生
、
中
島
嘉
一
先
生
、
那

須
亮
作
先
生
で
指
導
さ
れ
て
お
り
、
太
田

先
生
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
「
チ
ー

ム
プ
レ
イ
な
の
で
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
ほ
し

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
プ
テ
ン
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と

シ
ョ
ー
ト
を
務
め
る
６
年
生
の
福
田
誠
也

さ
ん
は
「
ボ
ー
ル
を
打
っ
た
と
き
が
う
れ

し
い
。
７
月
の
大
会
に
向
け
て
頑
張
り
た

い
。」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

◆
免
田
中
学
校　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
熊
本
県
選
手
権

大
会
で
、
ベ
ス
ト
８
に
残
る
実
力
を
持
つ

免
田
中
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。
指

導
さ
れ
て
い
る
の
は
松
本
幸
保
先
生
と
松

尾
悌
二
コ
ー
チ
で
、
松
本
先
生
は
「
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
礼
儀
や
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
。」

と
話
さ
れ
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
合

わ
せ
て
17
名
を
ま
と
め
る
キ
ャ
プ
テ
ン
の

佐
藤
成
夫
さ
ん
は
「
個
人
で
は
な
く
み
ん

な
で
プ
レ
ー
す
る
所
が
楽
し
い
。
中
体
連

優
勝
が
目
標
で
す
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

香
典
返
し

と　

き
： 
８
月
25
日
㈬
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
ま
で

と
こ
ろ
：
岡
原
も
み
じ
館

担
当
者
： 

法
務
局
職
員
・
人
権
擁

護
委
員

　

こ
ん
な
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
家
庭
内
（
夫
婦
、
親
子
、
嫁
、

姑
な
ど
）
の
こ
と
で
な
や
ん
で

い
る
と
き

○
相
隣
関
係（
通
行
、排
水
、境
界
、

な
ど
）
で
困
っ
て
い
る
と
き

○
借
地
、
借
家
な
ど
で
困
っ
て
い

る
と
き

○
相
続
、
遺
言
な
ど
で
な
や
ん
で

い
る
と
き

○
人
権
問
題
な
ど
で
困
っ
て
い
る

と
き

○
金
銭
問
題
（
保
証
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
、
サ
ラ
金
な
ど
）
で
困
っ
て

い
る
と
き

○
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と

や
困
り
ご
と
で
な
や
ん
で
い
る

と
き

　

も
よ
り
の
法
務
局（
人
吉
支
局
）

と
人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で
は
毎

日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

℡
（
０
９
６
６
）　

２
２
‐

３
３
９
３
（
人
吉
支
局
）

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
人
権
擁
護
委
員

の
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

須
恵
校
区

岩
崎　

熊
六　

４
５
‐
５
２
１
４

白
濱
千
代
子　

４
５
‐
０
４
３
８

免
田
校
区

川
邊　

昭
美　

４
５
‐
０
０
３
１

金
子　

淳
子　

４
５
‐
１
１
８
８

上
校
区

松
本　

芳
子　

４
５
‐
０
０
０
１

深
田
校
区

西　
　
　

誓　

４
５
‐
４
７
２
５

坂
本　

哲
郎　

４
５
‐
１
６
７
９

岡
原
校
区

濱
松　

正
徳　

４
５
‐
１
９
１
４

上
田　

昭
子　

４
５
‐
３
０
２
２

問
合
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町　

町
民
課

☎
０
９
６
６
‐
４
５
‐
７
２
１
３

  
無
料
人
権
相
談
所
の

               

開
設
に
つ
い
て
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各
課
紹
介

12

◆
企
画
財
政
課

　

課
長　
　

松
下　

定
久

　

審
議
員　

小
谷　

節
雄

財
務
係　
　

片
山　
　

守　

荒
川　

誠
一

　
　
　
　
　

中
村　

敬
一

企
画
調
整
係

　
　

主
幹　

工
藤　
　

晃

　
　
　
　
　

北
口　

俊
朗　

沖
松　

勝
彦

　
　
　
　
　

塚
本　

浩
史　

福
本　

一
博

　
　
　
　
　

中
神　

啓
介
（
県
庁
派
遣
）

広
報
広
聴
係

　
　

主
幹　

田
中　

五
女

　
　
　
　
　

上
村　

哲
夫　

皆
越
千
恵
美

　
　
　
　
　

福
田　

佳
奈

情
報
管
理
係

　
　

主
幹　

甲
斐　

真
也

　
　
　
　
　

山
本　

祐
二　

林
田　

直
樹

課
長
よ
り

　

町
の
台
所
を
預
か
る
課
と
し
て
、
毎
日
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
夢
を

膨
ら
ま
せ
な
が
ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

21

安心安全

新発売‼
あさぎり町産大豆の『自然のうまみ』を

ぎゅぎゅ～っと搾った豆乳。
他にはない、糖度 12度という甘さに超ビックリ！！

あさぎり町の農家の皆さんが朝霧立ちこめる自然豊かな
大地で丹誠込めて作った大豆をつかいました。

うわさのイソフラボンもたっぷり！

栄養成分表示　100cc あたり
エネルギー：56.6kcal
たんばく質：5.5g
脂　　　質：2.5g
炭水化物：2.7g
ナトリウム：0.6mg
イソフラボン：39.4mg
（分析：熊本県食品加工研究所）

毎日の健康に
『あさぎり豆乳四季物語』一杯どうぞ
女性にもうれしい5大効果もバッチリ！

やせる・美肌になる・便秘を解消する・女性ホル

モンのバランスを整える・骨粗鬆症を予防する

　コレステロールの気になる方にもおすすめ、血
液サラサラで、基礎代謝もUP。
湯葉や豆腐も作れちゃう『あさぎり豆乳四季物語』
豆乳の苦手な方は、料理やデザートとして、少し
でもたくさんの豆乳を取り入れて、元気100倍 !!

僕、豆たろう！

健康になるための

手助けをい～っぱいするよ。

豆乳パワーで

毎日元気いっぱい！！

お問い合わせ

 ㈲あさぎり町ふるさと振興社
熊本県球磨郡あさぎり町上北1972番地1

電話：0966－ 47－ 0590

200㏄→150円
500㏄→300円

あさぎり豆乳四季物語

　ヘルシーランド「薬師温泉」にビアガーデンがオープ
ンしました！
　お風呂上りに、満天の星を眺めながらおいしい生ビー
ルはいかがですか。おいしいおつまみを用意してみなさ
まのご来場をお待ちしております。

営業期間　平成16年7月14日（水）～9月20日（月）
営業時間　午後6時～午後9時
休 業 日　ヘルシーランド休館日（毎月第2・4月曜日）
　　　　　天候不良時
お問い合わせ先　薬師温泉ヘルシーランド
　　　　　　　　☎45－0755

ヘルシーランドに

ビアガーデン
オープン！
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電
気
料
金
の
集
金
詐
欺

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

先
般
よ
り
人
吉
市
内
に
お
い
て

当
社
集
金
員
を
か
た
っ
た
電
気
料

詐
欺
が
未
遂
を
含
め
複
数
件
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
ご
注
意
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
同
様
の
手
口
に
お
心
当

た
り
の
方
は
、
下
記
営
業
所
ま
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

●
犯
行
手
口

　

事
前
に
お
客
様
宅
へ
お
届
け
し

た
「
検
針
の
お
知
ら
せ
」
を
ポ
ス
ト

か
ら
抜
き
取
り
、
九
州
電
力
か
ら

の
集
金
と
称
し
、「
検
針
の
お
知
ら

せ
」
を
領
収
書
の
代
わ
り
と
し
て

「
請
求
予
定
額
」
を
だ
ま
し
取
っ
て

い
る
。

●
防
犯
方
法

・
当
社
の
料
金
徴
収
に
お
き
ま
し
て

は
、
支
払
期
限
日
を
超
過
し
た
場

合
を
除
き
「
口
座
振
替
」
も
し
く

は
「
振
込
払
」
の
ど
ち
ら
か
で
す
。

　

突
然
「
電
気
料
金
の
集
金
に
来

た
」
と
の
言
葉
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。

・「
検
針
の
お
知
ら
せ
」
を
持
っ
て
集

金
に
お
伺
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
（
同
書
に
も
集
金
し
な
い

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

・
当
社
の
訪
問
員
は
全
て
「
身
分
証

明
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
不

審
に
思
わ
れ
た
ら
身
分
証
の
提
示

を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
せ
先

九
州
電
力
株
式
会
社
人
吉
営
業
所

担
当　

中
原
・
岩
本

　

☎
：
２
２
‐
４
３
２
５

中
小
企
業
大
学
校
人
吉

校
研
修
費
助
成
制
度

が
、
事
業
所
も
対
象
と

な
り
ま
し
た
！

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
住
民
の
方
又
は
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
る
方
が
、

実
務
研
修・経
営
者
養
成・人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
等
の
目
的

で
、
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
で
開

催
さ
れ
る
各
種
の
研
修
を
受
け
ら
れ

る
場
合
、
そ
の
受
講
費
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
は
個
人
の
方
へ
の
助
成

の
み
で
し
た
が
、
新
た
に
、
受
講
料

を
負
担
さ
れ
る
町
内
の
事
業
所
も

対
象
に
な
り
ま
し
た
。

◆
対
象
者

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
住
民
の
方
ま
た

は
町
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
方

　

入
校
経
費
を
負
担
さ
れ
る
町
内

の
事
業
所

◆
補
助
の
額

　

受
講
料
の
1/2
の
額
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
他
か
ら
補
助
が
あ
っ
た

場
合
は
、
そ
の
金
額
を
差
し
引
い
た

金
額
の
1/2
と
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
方
法

　

あ
さ
ぎ
り
町
役
場
商
工
観
光
課

に
て
必
要
書
類
に
記
入
の
う
え
提

出
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
商
工
観
光
課

商
工
係　

☎
４
５
‐
７
２
２
０

平
成
16
年
全
国
消
費
実

態
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

本
年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

全
国
消
費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
国
民
の
生
活
実

態
を
家
計
の
所
得
、
消
費
、
資
産

の
３
面
か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る

た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
さ
れ
た
事
柄
は
、
世
帯
類

型
、
年
齢
構
成
な
ど
、
世
帯
の
属

性
別
や
、
地
域
別
の
統
計
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
行
う
各
種
社
会
・
経
済
施
策

な
ど
の
貴
重
な
基
礎
資
料
と
な
り

ま
す
。

　

調
査
員
が
皆
様
の
お
宅
に
伺
い

ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
企
画
財
政
課

　

☎
：
４
５
‐
７
２
１
１（
直
通
）

平
成
16
年
度
球
磨
郡
公

立
多
良
木
病
院
組
合
職

員
募
集

　

平
成
16
年
度
球
磨
郡
公
立
多
良

木
病
院
組
合
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

１
．
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人

員
等

⑴
職
種　

言
語
聴
覚
士

　

区
分　

短
大
卒
程
度

　

採
用
予
定
数　

１
名
程
度

　

勤
務
先
及
び
職
務
内
容

　

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
に
勤

務
し
、言
語
療
法
業
務
に
従
事
す
る
。

⑵
職
種　

理
学
療
法
士

　

区
分　

短
大
卒
程
度

　

採
用
予
定
数　

１
名
程
度

　

勤
務
先
及
び
職
務
内
容

　

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
に
勤

務
し
、理
学
療
法
業
務
に
従
事
す
る
。

⑶
職
種　

看
護
師

　

区
分　

高
等
学
校
卒
業
程
度

　

採
用
予
定
数　

５
名
程
度

　

勤
務
先
及
び
職
務
内
容

　

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
に
勤

務
し
、
看
護
業
務
に
従
事
す
る
。

⑷
職
種　

一
般
事
務

　

区
分　

高
等
学
校
卒
業
程
度

　

採
用
予
定
数　

２
名
程
度

　

勤
務
先
及
び
職
務
内
容

　

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
に
勤

務
し
、
一
般
事
務
に
従
事
す
る
。

２
．
受
験
資
格

⑴
言
語
聴
覚
士　

昭
和
52
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
免
許
取
得

者
及
び
国
家
試
験
受
験
資
格
見
込

み
の
方

⑵
理
学
療
法
士　

昭
和
52
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
免
許
取
得

者
及
び
国
家
試
験
受
験
資
格
見
込

み
の
方

⑶
看
護
師　

昭
和
52
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
免
許
取
得
者
及
び
国

家
試
験
受
験
資
格
見
込
み
の
方

⑷
一
般
事
務　

昭
和
52
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

３
．
受
験
手
続
き
等

⑴
受
付
期
間　

平
成
16
年
７
月
26

日
㈪
〜
８
月
13
日
㈮

　

※
８
月
13
日
ま
で
の
消
印
が
あ

る
も
の
に
限
り
有
効

⑵
試
験
日　

平
成
16
年
９
月
19
日
㈰

⑶
申
込
先　

球
磨
郡
公
立
多
良
木

病
院
組
合　

庶
務
課

※
詳
細
は
、
球
磨
郡
公
立
多
良

木
病
院
庶
務
課
【
☎
４
２
‐

２
５
６
０
（
内
線
２
９
０
）】
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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熊本県産業開発青年隊訓練所

平成17年度 男女隊員募集
　熊本県産業開発青年隊訓練所は、郷土の明日を切
り拓く、土木建設技術者を養成する県立の訓練機関
です。
　次のとおり、平成17年度の隊員を募集します。
◆定員　40名程度
◆期間　1年間（全寮制）
◆経費　65万円程度（寮費含む）
　土木建設に必要な各種の免許・資格等を取得でき
るように教育します。
◆応募資格
⑴ 県内に居住し、又は居住しようとする満18歳以上
25歳未満の独身の男女

⑵高等学校卒業程度の学力を有する者
⑶心身が健全で所定の教育訓練に耐え得る者
⑷全寮制による規則正しい共同生活に耐え得る者
◆試験期日等
項　　目 一次募集 二次募集
募集人員 30名程度 10名程度

募集期間 平成16年9月6日㈪
16年9月24日㈮

平成17年1月17日㈪
～17年2月3日㈭

試験期日 平成16年10月5日㈫ 平成17年2月10日㈭
◆問い合わせ先
　熊本県産業開発青年隊訓練所　☎0964-28-6611
　熊本県土木部管理課（県庁内）☎096-383-1111

（内線6013）

　５月～８月にかけてＮＨＫ総合（３チャンネル）・教育
（１チャンネル）の画面がしま模様になったり、音声にノ
イズが入ったりして見づらくなることがあります。これ
は、気象条件により普段は飛んでこない外国の電波が届
いてしまうためで、テレビの１～３チャンネルに影響を
及ぼします。そこで、これを解消するために、高塚山か
らＵＨＦチャンネルでも放送を行っています。このUHF
のサービスエリアが８月１日から拡大します。
　エリア拡大の地域にお住まいの方は、今までよりもき
れいな画面でNHKの番組をお楽しみいただけるように
なりますので、テレビやビデオのチャンネル調整を電気
店にご依頼され、是非UHFチャンネルをご覧ください。
●UHFのチャンネル
　NHK総合テレビ…44チャンネル（３チャンネルと同じ）
　NHK教育テレビ…46チャンネル（１チャンネルと同じ）
　技術的なご相談は電話0570-00-3434へお気軽にお
尋ねください。
※受付時間　9：00～22：00（年末年始を除く）

ＮＨＫからのお知らせ
外国電波の混信は「人吉東中継局」で解消！

木
の
あ
る
暮
ら
し
エ
ッ

セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

募
集

　

熊
本
県
は
全
国
で
も
有
数
の
木

材
生
産
県
で
す
。
県
産
木
材
需
要

拡
大
県
民
運
動
が
今
年
度
10
年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
県

民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
木
の
あ
る
暮
ら

し
」
の
創
造
へ
の
提
案
を
エ
ッ
セ
イ

と
い
う
形
で
募
集
し
ま
す
。

◆
テ
ー
マ

　
「
木
の
あ
る
暮
ら
し
」

　

家
庭
、
職
場
、
学
校
な
ど
身
近

な
と
こ
ろ
で
木
材
を
利
用
し
た
、
木

の
あ
る
快
適
な
暮
ら
し
に
ま
つ
わ
る

エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

熊
本
県
に
お
住
ま
い
の
方
。
資

格
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法

　

原
稿
用
紙
８
０
０
字
以
内
に
ま

と
め
た
エ
ッ
セ
イ
と
エ
ッ
セ
イ
に
ま

つ
わ
る
写
真
等
を
同
封
の
う
え
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
県
庁
木
材
流
通
対

策
室
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
締
切

　

平
成
16
年
９
月
10
日
（
金
）

　

表
彰
式
は
10
月
に
行
う
推
進
大

会
に
て
行
い
ま
す
。
表
彰
点
数
５
点
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
林
業
振
興
課
木
材
流
通
対

策
室　

〒
８
６
２
‐
８
５
７
０

　

熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
１
８
番

１
号

　

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

（
内
線
５
６
４
０
）

　

℻
０
９
６
‐
３
８
１
‐
８
７
１
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
防
災
情
報
の
提
供
に

つ
い
て

　

熊
本
県
で
は
、
６
月
14
日
よ
り
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
県
内
の
雨
量
、水
位
、

土
石
流
注
意
情
報
な
ど
の
提
供
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
秋
頃
に
は
気
象
情
報
も
取

り
込
み
、
情
報
の
い
っ
そ
う
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
熊
本
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
次
の
ア
ド

レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w
.

bousai.pref.kum
am
oto.jp

◆
お
問
い
合
せ
先

熊
本
県
河
川
課

　

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

内
線
（
６
１
３
６
）

℻
０
９
６
‐
３
８
２
‐
３
２
７
７
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〒
868-0408 熊
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県
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磨
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あ
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ぎ
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編集後記

古紙配合率　100%

あさぎり町の人口
（７月 1日現在）

総数：18,167 人／世帯数：5,711 戸
男：8,637 人／女：9,530 人

　この度の異動により、広報紙を新に担当することにな

りました皆越です。これから至る所でカメラを抱えた

ちょっと背の高い女をみかけるかと思いますが、その時

は満面の笑みで、カメラを意識しないように意識しなが

ら写真を取らせていただければ嬉しいです。よろしくお

願いいたします。（千）

　暑い日が続きますね。私は暑さにより手足にできた湿

疹のかゆみと戦い、眠れない夜を過ごしています。ちな

みに伝染しませんので、遠慮なく近づいてきてください。

　８月７・８日にはあさぎり夏祭りが開催されます。花

火大会はじめ盛りだくさんの内容となっておりますの

で、ぜひおいでください。お待ちしています。（佳）

行政区紹介⑮『二
ふ た ご

子』

二子区

国道219号

役場●

●免田小学校

至
多
良
木至錦町

免田川

至深田

免田駅

第１回あさぎり町
写真コンテスト

自然・景観部門　フィルムカメラの部
　　優秀賞　淋　剛氏（球磨村）

『紅い林』 麓城趾において撮影

　二子地区は人口６３９名、世帯数１９５世帯（Ｈ１６．７．１現在）の行政区で、地区内を流れる免田
川沿いには堤防を活用してつくられたふれあい通りがあります。
　また、二子公園には祇園さん（①）があるほか、庚申石塔（②）があります。

　庚申塔とは、庚申の夜に体内から抜け出した

虫が天帝に人の罪を告げ命を縮めるとのいわれ

があり、それを防ぐために徹夜し供養するため

に造られたもので、この庚申石塔は１７５９年

に供養を行い、現世と来世の安泰を願って建て

られたものです。 ②庚
こうしん

申石塔

①祇園さん


